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現代北京語にわける可能を表す補語について
日IfJ考〕
1. 本稿1~1:jの文法mTi長号p 原則として「初級
1:j:学謀本 漢語J(1956，人民教育出版社)
に準拠する。
2. 引用中国語の表記は， 1原則として it英語
耕者ブ子案J(1958年公布)に従う。ただし3
EIJ品1]の都合 iニ「戸宣言奇記号jは省き，単音節
諸にのみ漢字表記を添えた。
I 問題の所在
現代北京誌には
chibuliao {たべきれない}
chicleliao {たべきれる}
というような対照的な言い方が多いが3ζのよう
な形式に対ナる文法論的なj昨年釈には，従来次の三
種額がある(注1)コ
第一は，動認のあとに昔日誌が加わり 3 この両者
の中間に bu又は deという形式が芥i入されたと
するもの。
第二札第一の説のほかに更に3 動詞に「可能
新読むが加わった場合もあるとするものO
第三は， gJ)jWuのあとに「可能助動詞」が力ilわっ
たとするもの。以上の三説を要約して図式化する
とj 次のようになる。
fbu [ 
(1) 動詞+仁lef叶1~~.~f 
{勤前十J11)+部市長
(2) {=:~~ l~L {動詞十f可能事nl~(:f_!
(3) 動詞→「可能助動詞」
〔注 1J もラろん ζのほかにもあるが，結局はこの
三喜;のいずれかκ含まれる。 後I:!¥の呂叔l+il乏の
場合などその{列てある。
ζれらの説を検討し3 どれが最も妥当か3 或い
はζれら以外に更に合理的な解釈ができるかどう
かp を見ょうとナるのが本稿のiヨ的である。
立 諸説の検討
牛島 徳次
(ι )ー
現代北京誌に於ける可能を去す補語(以下「可
能の背!i諾」と 1千ぶ)について殻も早く法議を払っ
たのは石山福治氏で，氏はその著「支那詩文法J
(1908，文求堂)に沿いてp 複合動詞の複合形式
として， (1.)f1I}J詞と動詞と結合するもの， (2)動詞と
形容詞と結合するものp 二種を挙げPζれらがい
ずれも「普通体Jr-i可能体J1不能体」の三体をと
る， と説いている(渋2)。 例:chaikai， chaidel¥ai， 
chaibukai; zhanzhu， zhandezhu， zhanbuzhu; mai 
c1uo， maiclecluo， maibuduo; suanqing， suandeqing， 
suanbuqing 
日空2〕 鳥)j!i在忠夫氏の nlrll:HりD!lVJ示!の研究J(1947， 
養徳社)による。
ζれが jこ記の I!WJ~iij 十 fbul 十補語」の解釈であ
ldef 
りp 細かな点て、は多少の1:1:¥入はあるがp 従来多く
の学者によって支持さ~'して来た。例えはも王力氏は
1字国現代読法(上)J (1943，商務EiJ書館)でp
かかる形式は 1{吏成式」の「可能式」で r叙述
詞Jと「末51補完MJとの問に de又は buを挿入
したものであると説き (P.134)，張志公氏も 1)英
語語法常識J(1953， I:¥:I!童青年I:lJ版社)てう f主hang
(上)， xia (下)) shanglai， shangq u， zhu (f主)) 
zhao (J0)， liao (了)， ・・・・ ~J}の「趨向J を表ナ
「日jJ動詞Jが勤前!のあとにつく場合3 その中間に
cle又は huを加えてp 可能又は不可能を表ナ ζ
とができる， と説!(ミている (P.169)。な加p 語、元
任j去の「北京話語法J (卒栄編J(1952， ，~話明書
出入 i宅宗達・詠敏氏の「現代漢語語法J (1954， 
群衆書出入「初級中学謀本(第4111})J (1957年第
2 )記入氏教育I:W坂t[)，脱出珂{来氏の rl:j:1国文
j去の研究J(1956，江南警i淀)も ζの額である。
(二)
土記む解釈に対して， I~:I題字;f料淀諾言研究所語
法小組編の「語法諮話J (1953年ilIl印本 1中国科
学i淀謡言研究所)比動部と可能の術践との関誌
を次のように三類に分けて解釈している (P.32)。
( 30 ) 
(1) 鯛+{~~de}
rde liα0) (2) 動詞叶 b~i; f 
(3) 勤前十{~~}十結来春日諮
ζの解釈のうち， (3)は上記の第ァ類の解釈に相
当するものでp 従って「話法講話Jは(1)・(却を
「動詞十可能在日詰」という形でとり出したものと
言えるほ3)0然し3 との解釈も p 第ーに laicle 
liao， JaibuJiaoの deliao， bu Jiaoは可能術誌だ
が chideJiao， chibulliaoは(3)の構造でp ζとの
liaoは結柴補誌であると説きp 第二に， (1)・(2)・(3)
心開の関係を一貫さぜるために， との三式は
(1) yaode， yaobu山吋仁de
(2) Jaicむ山C似 l(山ωaω叫1叩叫0，laib1.加3沢汎)1.山
(3). tingdedongふ， tingb1.dong; tingclongふ， tmg-
b1.dong 
という体系を形作札 thlgdedong，tingb1.dongは
tingdong， tingb1.clong {'[等しい3 と説くような無
裂を犯してしまった。
〔注3J 呂叔詩H氏{会「中国文法~IIおJ (1944{j三初j;反，
1956年修訂霊j札商務[jJ書館)で既に ζの(1)を
霊視ナる解釈を案出しているが，氏は ζれだけ
を基準にして他のすべてを説明しようとしたた
め， -deーは -dedu の代りをするものだ， と
いうような無理な解釈をしてしまっている (P.
252)0 
(三つ
以上の二種の解釈とは全く別VC，我が屈では従
来可能の;締結を「勤前十助動詞」という構造だと
して理解する傾向が強かった。例えi:f，文法的な
説明は何もしていないが3 宮越健太郎・杉武夫氏
者の「支那語教科書(会話篇)J (1933，外語学院
出版部)の付録には -bulai，-b1.q1.， -b1.shang， -bu-
shanglai，等27読の形式を掲げ， ri:t谷}克二氏
はとれをうけて「説話'仕事自助動訟の活用J(1936， 
大l坂屋号事J;bDにおいてp 七1.1lai，-buq1.1，.・・等37
F主の)1予式を掲げ3 これを 1U)j型臨し!と 1子んでいる
が， filjれも単に ζれらの形式を合む多数の抑j文を
羅列しているに過ぎないっその後p 孜が!主iではこ
の類の所釈が多くの学者によって支持されて来た
がp この研究を集大成したのが鳥居鶴美氏のほ言
語助動詞の研究J(ftE/:U)である。氏はぺle，-bucle; 
-deqi， -buqi; -deji， -buji; 等27組の形式を1去、
i宣可能助動詞」と 1手びp そのうちの22撞は i$;主
動詞Jより転じたもの3 と説いている (P.129)口
とれが上記の「動詞十可能助動詞」の解棋の代一
表的友ものであり p 太田辰夫氏の「中国訪歴史文
法J(1958，江南醤:1完)もほぼ向様の立場をとっ
ている(注4)。
〔注 4J 両者の/i4jで特:/[~:ìlなる点{丸鳥居氏が円安
ift可能助動詞Jを「添j怠動詞」よりil民じたもの
とそうでないものとの二部制に分けて説くのに
犬、jし，太!王1去は次のような三式に分け， -j寺定主に
の場合はfiれも deをJFJいるがA式は deのあ
とに誌がないもの， B式はvi('C動詞系の部のく
るもの， c式は形容詞系の認のくるものP と説
いている ζとである (P.229λ 
肯定 否定
A王¥: chicle chibude 
B i¥: chideJiao chibl1liao 
C王¥: xiec1ehao xiebl1hao 
との主('1の解釈はp 簡潔で安抱~i を得p 上記の!f[~~
3:えお二7誌のような著しい欠陥はないが，動詞の
あとにつくものを-wに「可能助動詞Jとして部
切ってしまう ζとは3 何かまだ殺到の方法に工夫
が足り左いのではないか3 と忠われる。
m 可能の賠訴の純1m
以上の検討により，各説に共通して注意ナベき
ζとは，現i認と有n認との関係に対してはp 殆んど
{可の検討をも加えていないということであるo {:列j
以お一括~I'[15"V>てP ゆiJH~J ート (i:) 十 t帥J とい
う解釈を下すT~íl提に「動詞+有という形式を
設定しているが， ζの形式が成立し得るか否かに
ついては検討を欠いている。訟とって zhandezhu，
zhanbuzhu， zhanzhu という関i系をp そのまま
laic1eji， laibujiの場合にい自mL， laijiという形
式を設定しているが3 この laiji という形式は現
代北京語ではp 少なくとも laiclejj，laibujiとi直接
ixH系あるものとして用いら:11.るととはない。とれ
とi可慌のととは第二j誌の場合にも言える。
第三瓶の場合は， i動詞+jlJ能助動詞」という
解釈を FL， -de-， -bu“ と V~八う 7形移式をj べて i向可じ
Ji，設台Eをナ:与Jつものとして
の7形P式について五全三く1無!思正;関3矢対:，j，心L、て、はなく仁3 烏j吉氏 iはま
「ηj添忍意勤詞」を P 太田氏は岳民，u系の形谷詞系
の誌を 3 それぞれ抽出して説明を加えている。然
しp ζの場合も動詞とそれらの形式との関係vcつ
いては全く制!れていない。
ζのような観点からp 可能の制訟を考察する場
( 29 ) 
「噸憩動j判:泣同~} →+叶州叶哨-1-引制綿羽在稲綿百H恥;
て9 ζの「勤前十者H諮jが存在するか否かを検討
する ζ とはp 上記の諸解釈の不舗を備う上に霊安
右:主主~I沫を持つと言わなければ‘ならないむ
今p 動部を X，存li語を Yとすると p 北京誌に用
いられる可能の郁誌を含む形式はp 次の!担額類に
i玄分できる O
A. x十y，X十bu十y
B. X十y，X.十ji:い
C. X斗 Jbu い寸'.~J
ldef 
D. (B' C併用)
以下とれらの式について簡単に説明するo
A. x+y， X十bu十y
これは χイy，x十bu十yは存在するが x十dと
十yは存在しないととを意J]3jcする。北京誌でとの
式iヤの Yに該当し得る形式は deの一種類だけで
ある。{舛:chidヒchibude
とのAにj高すると}a，われる形式の中にはpζの
二つの式の一方だけにしか該当しないものも若干
する。とれらは可能の補諾と切り離して検討すべ
きである。 伊J: dongcle， jicle宅juecle，lanc1e， rende， 
xiaode， .・・・ babude，guaibucle， henbucle， liaobu-
c1e、yaobucle，yuanbuc1e， 
B. x十y，x十{bhづY
ldef 
ζれは x十y，x→bu十y，x十de+yの三式がす
べて存在するととを意味し，従来可能の掠語と J子
は、れていた形式の殆んどすべてがpζれに含まれ
る。北京誌で、 ζの式rt1の Yに該当し得る形式は非
1吉K多く，次にその主なものを掲げる。 (紙Ip広の
関係上p 用{0]は一つに止める。)
1. shanglai 例:shuobushanglai 
2. shangqu 例:tiaobushangqu 
3. Xla 例:zllobuxia 
4. xialai 伊U: labuxialai 
5. xlaqu 伊J: chibuxiaqu 
6. chulai 開IJ: babuchubi 
7. chuqu 例 nabuchllqu
8. jinlai 伊J: banbllji川ai
9. Jmqu 例:banbujinqu 
10. qilai 例 nabuqila
11. huilai 10J ; l11aibllhuilai 
12. lwi~lU 例; jibuhuiqu 
13. kai f列:xiangbukai 
，l;J，_jニは趨向動詞とされているものだがp その他は
以下 abcll援に記す。
14. bao {兵J; chibubao 
15. chang 例:chibllchang 
16. dao 例:bobudao 
17. clao {列!f: xiangbuclao 
18. cliao 例:qubudiao 
19. dong 例J: tingbuclong 
20. cluan 伊J: labllc1uan 
21. clui 伊J: clian budui 
22. cluo 例:hebucluo 
23. guan {タIJ: kanbuguan 
24. guang 例:chibuguang 
25. hao 例:xiebuhao 
26. hui 例:xuebuhui 
27. huo {ダiJ: zaibuhuo 
23. jian 例:kanbujian 
29. jin 例:yongbujin 
30. kuai 例J: zoubukllai 
31. lan 例:aobulan 
32. lao {yij : zhanbulao 
33. mingbai {0J tingbumingbai 
34. pmg 似j: duanbuping 
35. qmg 例:shllbuqing' 
36. qingchu 例:tingbllqingchu 
37. S1 (71J : ebusi 
38. tong 例J: dabutong 
39. tOLl 例 caibutoLl
40. tuo 例:taobutuo 
41. tlO 抑J: banblltuo 
42. wan 例j b::m bllwan 
43. weη {タj 包llobuwen
44. xlang 例:chuibuxiang 
45. ymg 例:jiaobllying 
46. zhen 問j‘qiaobllzhen
47. zhol1g 伊J kanbuzhong 
48. zhuan 例 nongbuzhuan
49. zhun 例 nabuzhlln 等々 。
Ibu) 
C. x十ldeJ4y
ζれは x十bu+y，x十de+yは存在ナるが， x 
十y は存在しない ζ とを意味する。北京誌で ζの
式中の YK該当し得る形式は数種類に過き、ない。
1. liao 例:chibuliao 
2. qi iタJ maibuqi 
3. guo 例:kanbuguo 
( 28 ) 
4. chehg f9U : banbucheng 
5. ji {71J : laibuji 
6. qi 例:baobuqi 
7. xiao 例;chibuxiao 
8. kehua 例:chibukehua等々 。
D冶 (B . C併用)
とれは，向じ形式がB式・ C式のいずれにもm
いられる ζ とを意味ナる0・例えは， zhaoは caib-
uzhao， caidezhao， caizhao ともなり得るが， fan-
buzhao K対しておnclezhaoだり存在し) fanzh-
6.0 は存在しない。北京語で、 ζの殺にj高ナる形式
は数種類に過ぎない。
1. Jai 例:古式 maibulai，C式 hebulii
2. gu 1:列:B三!(guobuqu， C:i¥. bibuqu 
3. shang {:71J B i¥.gan bushang， 
C式 fanbusbang
4. gl10Jai (:舛 :B式 shubuguolai，
C互に mangbuguo1ai
5. gl10qu伊J: B i¥: kanbuguoqu， 
C式 shuobuguoqu
6. z11ao 例 :B式 caibuzhao，
C式 fanbuzhao
7. zhu 1:71] : B式 zhanbuzl川
C式 shoubuzhu
8. clong 例 :B式 nabuclong，
C式 maibudong等々 。
以上の検討の結果に基き，再びA ・B・C・D
j迎式の関係を考えると 3 次の毘!式のようになる。
A三¥:....x十y，x-トbu寸-y
B式 X竹 X十日:j十y
/x十y，x 十~~~~十 y
D式ー/ 九一〈~.. x 十~~l1t 十 VldeJT) 
C式く 3ぺi:)+y
ζの!き!式K見られる iA→ B→D→CJの関係は?
太田辰夫氏の指摘しておられるように(i中国語毘
史文法J16.6.3参照)，そのまま可能を去す裕訪
の歴史的な成立及び発援の姿を示しているものと
考えられる O 従ってp とれらの各種の構造を.1]1に
Jbu) 
r動詞十ld;j吋町長J又は「動詞十可能助動詞」
というようなfO/(:釈だけですませる ζとはp 問題の
解決を困難にナるばかりでなく，無用の混乱を引
起ナもと陀もなる。その意味で，政;認「可能の補
三百」とはp どのような形式を対象として体系を形
j来すべきものなのか3 ζのJ誌をlJ)i礁にしなけれ埼
ならない。その点、から考えると，上記のi迎続のi諸
式に含まれている構造は2次の三宮!に袈約できるつ
i予 x十y，x十bu十y
Jbコχ)U
乙 X 十y， x 十 i刊d仇吋~J十y 7 
[b叶 J
丙 X十l山rトy
とこで注意すべきことは， 13.丙に属する形式
がごく少数であるのに対し3 乙に属ナるものは殆
んど童話数と言える程多いp という事実であるつ
同時に又) I干!の場合は yに該当ナる形式 de
がそれ自体では単訴として用いられるととが詮
く，丙の場合は， ixィYJが存在しない以上3ζ
れらの形式はj化 x附して「け(::)十YJとい
う構造をとるととのみによって存在し得るp とい
う制限があるが3 乙の場合はp 甲・丙の;場合と全
く異なり， x山内Yp叶i:)十y1可れの{悩を
もとり得る， という事実にも注意しなければ'なら
ない。 ζれらを綜合してp 私は「可能首~Jfiおの範
囲はよ記のB式のみに限定すべきだと考える。
な立予3 ζの規定('C関連してp 従来の「趨I4J動r，iTIJ
はその定義があいまいなため各人各擦の解釈が施
されてきたがpζれが最もj架ぃj羽{系を持つ「可能
者ig諾Jの構造p つまり上記の乙， B' D両式の内
容から考え， 1ai， quの対比を含む形式 (qil山;lai， 
quをも含む)だけを趨向動認の純l羽とし3 その
他の shang，xi孔 qi，guo， kai ~~は bao ， dao， hao， 
¥¥'an， 等々と同じく p 程度・結果を去す職能
を持つ補語とみ在すべきだと考える。又， Jニ記の
A'C両式についてはp とれば動詞と補56の問題
として考察するより 3 動詞と後尾辞の問題として
解釈すべきだと考える。
要するに，現代北京認に沿いてP 草!J詞にある補
助成分がつけ加えられて3 動作の可能・不可能(又
は許可・禁止)を去す場合，その形式が ix-ト〉ア，
x+{â~} 十 yJ (xは動誌を去す) という図式に該
当し得る場合3 ζのYに相当ナる形式を「可能有n
とn手び，北京訟で「可能補語」にmいられる
形式としてはp 趨向動詞(Jai，ql， sbanglai， sha鋪
ngqu， xialai， xiaqu， jin1ai， jinqll， hui1ai， buiqu， 
guolai， guoqu， qiJai) 及び動作の程度又は結果を
表ナのに適した動詞・形容詞(例:dao (歪1])，kai 
(関)， wan (完入 hao(好)， qingchu等)が存
在する， というのが本稿の結論である。 (1959.5.10)
(東京教育大学iめ数授)
( 27 ) 
